
新共⽤事業連絡協議会の
取り組み

⾦沢⼤学 設備共同利⽤推進室 荒砂 茜

連絡協議会幹事校
（北⼤、⾼知⼤、JAMSTEC、熊本⼤、名⼯⼤、

東海⼤、⾦沢⼤）
ほか採択機関 (31機関)
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「新たな共⽤システム導⼊⽀援プログラム
(新共⽤事業)」

プログラムの⽬的
主に競争的研究費で購⼊・運⽤され、各研究室単位で分散管理されて
いる設備・機器等を、研究組織単位(センター、部⾨、学科・専攻等）
で⼀元的にマネジメント。組織の運営・研究戦略の下、効果的・効率
的に研究基盤を整備運営する新たな共⽤システム導⼊を促進。

採択状況
1期採択 15機関33研究組織*1（2016-2018）
2期採択 16機関24研究組織 （2017-2019)
3期採択 17機関23研究組織 （2018-2020）

計 37機関（複数年度採択 10機関）
（新共⽤事業パンフレットH30年度版より）

*1 ⾼知⼤学・JAMSTECは共同のプロジェクトとして採択
このため1機関としてカウントされている
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科学技術・学術審議会 研究開発基盤部会 (第2回)
新たな共⽤システム導⼊⽀援プログラム 成果・課題・
今後の展開より抜粋

具体的取組内容
機器の再配置、共通管理システム
の構築、 専⾨スタッフの配置等
⽀援経費
既存のprojectで得た機器の共⽤
化に係る初期経費 (機器の移設経
費、共⽤システム導⼊経費、⼈件
費等) 

1



⽴ち上げ
「採択機関による⾃発的な⽴ち上げ」
事業開始２年⽬(2017年度)に、各機関に蓄積してきた共⽤化のノウハ
ウ・現場での課題を共有し、各々の機関や国全体における研究基盤戦
略について考える場、研究者・技術職員・事務職員・URA等の事業に
関わるステークホルダーが集まり議論する場として⽴ち上げ

幹事校の役割と選出
（役割）
連絡協議会運営⽅針の決定、連絡協議会開催、議論取りまとめ、⽂科
省への提⾔
（選出）
2018年1⽉第0回（プレ）連絡協議会＠JSTにおいて、北海道⼤学、
JAMSTEC・⾼知⼤学、熊本⼤学、⾦沢⼤学に決定
2018年10⽉第2回連絡協議会＠⾼知において、東海⼤、名⼯⼤が参加
（全機関、⽴候補による決定）
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連絡協議会の⽴ち上げ
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開催⽇ 開催場所 参加者数 議題
第0回 2018年

1⽉15⽇
東京 JST 62名 共⽤化ノウハウ・課題の共有

第1回 2018年
6⽉25⽇

熊本 116名
（36機関）

共⽤化ノウハウ・課題の共有
政策提⾔

第2回 2018年
10⽉30⽇

⾼知 91名
（32機関）

共⽤化ノウハウ・課題の共有
政策提⾔

第3回 2019年
10⽉31⽇

⾦沢 114名
（33機関）

研究基盤の整備・共⽤に関するガイド
ライン作成

※ オブザーバーとして⽂科省も参加 ※ 第1〜3回は連絡協議会翌⽇に施設⾒学会も開催
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連絡協議会開催記録

第3回連絡協議会の様⼦
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第0回「共⽤化ノウハウ・課題の共有と解決に向けた議論」
参加者は、①予約・課⾦管理制度、②事業継続性、 ③利⽤サポート体制、④機器保守・
管理・更新・提供・受⼊・流通 の4グループに分かれて議論

（議論内容・結果・今後に向けて）
• 採択機関間での経験共有に連絡会が有効（共⽤ノウハウ、新共⽤事業運営事例等）
• 共⽤化Q&Aの共有を推進
• 課題の共有（単年度会計打破、技術職員キャリアパス・継続雇⽤、利⽤料単価設定etc）
• 機関のトップマネジメントの重要性 など
第1回「共⽤化ノウハウ・課題の共有と議論、政策提⾔に向けた議論」
参加者は(1)と(2)のGrに分かれて議論
(1) ノウハウ共有

技術系・事務系の職種別グループワークの後に、3つのグループに分かれて議論
①予約管理・課⾦制度、②利⽤サポート体制、③機器保守・管理・更新・提供など

(2) 政策提⾔
各機関の実施責任者等が参加。科学技術政策に資する事項、意義、枠組み、他事業との
連携、共⽤化の⽅向性について議論

（議論内容・結果・今後に向けて）
• 機器予約システムの課題共有と議論（標準化されたシステムの導⼊の必要性等）
• 譲渡品、リユース品の活⽤、機器更新のための予算の確保
• 政策提⾔は次回の連絡協議会で議論を継続し、提⾔に繋げることとなった 4

議題・議論内容-1
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第2回「共⽤化ノウハウ・課題の共有と議論、政策提⾔に向けた議論」
参加者は(1)と(2)のGrに分かれて議論
(1) ノウハウ共有グループ

①予約管理・課⾦制度、②利⽤サポート体制、③機器保守・管理・更新など
(2) 政策提⾔グループ

各機関の実施責任者等が参加。第2回に引き続き、議論。

（議論内容・結果・今後に向けて）特に政策提⾔グループについて
• ⽂科省に望まれる取組として、①⽂科省からの予算⾯の運⽤⽅法の働きかけ、②採択機

関間のネットワーク構築の推進、共⽤機器に関わる⼈材（技術専⾨⼈材・URA・コー
ディネーターなど）のサポートと育成 を提⾔

• 次期共⽤化事業において反映させるべき事項として、①特定の事業で雇⽤した⼈材の
100%エフォートからの脱却、②共⽤機器提供や参加へのメリットの明確化 を提⾔

• このほか、各機関での事業実施における好事例集を収集、⽂科省へ提出
第3回「⼤学等における研究基盤の整備・共⽤に関するガイドライン（仮称）の作成に向けて」
各機関に蓄積したノウハウや好事例を整理し、⽂科省の協⼒も得て、各機関内での継続的
な研究基盤構築の参考となるガイドラインを構築することを⽬標。ガイドラインのたたき
台（⽂科省作成）に沿い、実施責任者、技術職員、事務職員の３つのGrに分かれ、議論。

（議論内容・結果・今後に向けて）
• 採択機関と⽂科省で継続して議論、情報収集を⾏い2020年度中のガイドライン構築を⽬
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ノウハウ・課題の共有
連絡協議会の議事録をホスト校と幹事校で作成し、全採択機関と共有。
各機関のノウハウ・好事例、研究基盤に関する課題を共有。

政策提⾔
第２回連絡協議会で取りまとめた提⾔・好事例について、2019年1⽉23
⽇に開催された⽂科省 「第9期基礎基盤研究部会研究基盤整備・⾼度化
委員会（第6回）」にて幹事校よりプレゼン 。

（参考）
プレゼン資料
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu25/001/shiryo/1413218.ht
m
当⽇の議事録
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu25/001/gijiroku/1413992.
htm
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開催の成果
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http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu25/001/shiryo/1413218.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu25/001/gijiroku/1413992.htm
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第9期基礎基盤研究部会研究基盤整備・⾼度化委員会（第6回）幹事校提出資料より
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu25/001/shiryo/1413218.htm
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http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu25/001/shiryo/1413218.htm


2020年度は新共⽤事業最終年度・・・

連絡協議会の継続が望まれるが、課題がある。
• 開催費⽤、参加者の旅費の拠出
• 開催の規模、議題
（ノウハウ共有にとどめるのか、政策提⾔などまで⾏うのかetc）
• 幹事校の負担

今後どのような形で継続していくか・・・持続可能な仕組み
を検討中
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連絡協議会の今後
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